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第5回ジオパーク国際ユネスコ会議�
�
島原半島開催！！�

開催日�

島原半島世界ジ
オパークキャラク

ター「ジーオくん
」�

この計画を推進し
、島原半島全域を

学術的�

にも経済的にも活
性化させるために

は、�

協議会だけでなく
関係団体や市民皆

様�

の参加がぜひ必要
です。多くの方々

の�

ご協力ご支援をお
願いします。�

ジオパークを推進
するのは地域全体

です。�

�
�
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世界ジオパーク�
（世界25カ国77地域）�

島原半島ジオパークは次の基本理念の下、未来に向かって火山の恵み

と豊かな自然を保全し活用を進めることにより、日本ジオパークネット

ワークの先駆的でモデル的な存在としてジオパークの魅力を高めるこ

とができるよう、島原半島独自の火山と共生する持続可能な地域社会

の実現を目指します。�

島原半島ジオパークの�

島原半島ジオパークのエリアは、雲仙火山を中心とした長崎県島原

半島（島原市、雲仙市、南島原市）全体です。�

基 本 理 念 �

島原半島ジオパークの�

エ リ ア �

（目指すべき将来像）�

基本計画は、島原半島に存在する大地の遺産を地域住民、行政、調査・

研究機関及び民間団体等が協働して保全するとともに、教育への活用、

地域の歴史や文化資源を対象とした特徴的で魅力的なジオツーリズム

を通じて、持続可能な地域社会の活性化につなげていくことを目的に

策定しています。今後、この基本計画に基づき、島原半島ジオパークの

資質の向上を目指し、各主体により効果的かつ効率的に取り組んでい

きます。�

基 本 計 画 の�

目 的 �
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◎火山との共生�

◎大地の恵みの保全と活用�

◎自慢できるふるさとづくり�

◎日本ジオパークの中核的存在�

◎持続可能な運営�

日本ジオパーク�
（国内14地域）�

ジオパーク�
の魅力を�
高めよう！�
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ジオサイトの保全整備を促進するとともに、�
新たなジオ資源の掘り起こしを図ります。�3

1

ジオサイト周辺の遊歩道や案内表示板の整備など、利用動
線の明確化を図り、不用意な踏み込みや無秩序な利用に
よるジオサイトの劣化を防ぐとともに、ジオサイトの魅力と
安全性をさらに高めるための活動に取り組みます。�

貴重な地質遺産がその価値が認識されないまま、ジオサイ
トとしての価値の低下を招くことのないよう、積極的に新
規ジオサイトの掘り起こし等に努めます。�

2

3

島原半島ジオパークの基本方針・戦略�

1 保護・保全�基本方針�
戦　　略�

ジオサイトを楽しく学ぶことができるよう、解説板等につ
いて整備を推進します。�

島原半島ジオパークの基本方針に基づき、島原半島３市や国、県、調査・研究機関及び民間団体などがそれ
ぞれ役割分担するとともに、地域住民や来訪者の協力を得ながら基本戦略によって基本理念の実現を目指
します。具体的な役割分担やスケジュールは、行動計画に定め実行されます。�

ジオサイトの管理、利用、保全方針を明確化させることにより、�
効果的な保護・保全活動を目指します。�1

各ジオサイトの保全方針、利用方針、管理方針（ランク付けやゾーニング等も含む。）などを明確化すること
により、わかりやすい保全と適正利用の指針を示します。�

地域住民による保護・保全の取り組みを更に発展させることにより、�
保全活動の促進を目指します。�2

自然公園法・文化財保護法等の法律で担保されているエリアについては、適法な保全策を講じ、対象エリア
以外で、盗掘やその他対策が必要なジオサイト等においては、自然公園法・文化財保護法等の法律で担保
されたエリアに編入することで、地質・自然遺産の保全を検討します。�

各ジオサイトの保護・保全状態、保護・保全活動の実践状況等の定期
点検を行い、必要に応じて改善策を講じます。�

2

1

3

地域住民による自然や景観、文化、伝統の保全を促進する
ために、将来を担う子どもたちをはじめ地域住民が自然の
恵みに触れる機会や貴重な地域資源である自然の価値へ
の理解を深める機会をより多く創出します。�

貴重な自然を次世代に伝えるための地域に根差した住
民の自主的で具体的な保護・保全活動の実践を促すため、
ジオサイトキーパー・保全サポーターの育成、住民参加
型の保全活動の仕組みづくりなどに取り組みます。�

2

1
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ジオサイト等の調査・研究への支援及びジオパークを介しての�
大学や研究者と地域との連携を目指します。�1

ジオサイトの現状や変化のデータ収集を行うとともに、新たなジオサイトの発掘を行うため、ジオサイト等
の調査・研究への支援を行います。�

1

関係機関のネットワークにより、連携してジオサイトのテーマ性や地域性など個性ある研究及び地域資源の
持続的利用を目的とした調査を行います。�

2

児童・生徒向け、教職員向け、住民向けなど�
それぞれに応じた幅広い研修の実施を目指します。�2

小・中学生については、様々な自然体験を通じて、自然の
恵みを体感させ、また、島原半島の成り立ちや自然の恵み
を利用した知恵や文化、技術を伝えることにより、ジオパー
クの普及啓発を進めます。高校生については、生徒たち
の自発的研究や調査を支援するとともに、発表の機会を
創出します。�

1

ジオパーク活動の気運を高め、ジオパークに関する幅広
い知識を修得するために、一般人を対象とした市民ジオ
ツアー、シンポジウム、講演会等を開催します。�
教職員が大地の遺産の重要性を伝えるため、小中学校の
カリキュラムにおいて郷土の地質、地形、自然地理、歴史
文化について取り組めるよう、研究・開発を行います。�

2

噴火災害の伝承と火山との共生について、火山遺構を保
全するとともに、火山との共生の歴史を語り継ぐことによ
り防災教育を推進し、将来の災害への備えにつなげます。�

3

インタープリターとしてのジオガイドの養成を図るとともに、�
島原半島ジオ検定制度の設立を目指します。�3

新規のジオガイドの養成を進めるとともに、すでに活動し
ているジオガイドの資質の向上を図るため、スキルアップ
の研修を進めます。�

1

地域住民が自らの地域の素晴らしさを感じ、ふるさとの文
化や大地の遺産を大切にし、来訪者におもてなしの心を
もって説明できる「市民誰もがジオガイド」を推進します。�

2

島原半島ジオパークを学ぶ機会を広く提供し、ジオパーク
に対する意識を高めてもらうとともに、ジオパークガイド
の育成を目的として、島原半島ジオ検定制度を設立します。�

3

調査研究・教育�

島原半島ジオパークの基本方針・戦略�

基本方針�
戦　　略�

自然の中で�
ジオを学ぼう�
感じとろう！�

3



ジオツーリズムの拡大により、�
島原半島を訪れる観光客の増加を目指します。�1

ジオパークと既存の観光資源とを結び付け、活
用することにより、地域資源を活かした個性豊
かな魅力ある着地型旅行商品の開発を行い、
周遊・滞在型の観光地づくりを行います。�

1

島原半島の農業、漁業、商工業、観光業の融合を促進し、�
特色ある産業をつくり出す地域づくりを目指します。�2

農業、漁業、商工業、観光業といった個別の産業の振興に加えて、ジオ
パークの地域資源と様々な産業を結びつけ、相乗効果を高めるとと
もに、官民がアイディアを出し合うことで、ジオパークに関連した観光
メニューや物産の開発を行います。�

1

ジオツーリズムを通じて、地域の特性やそれが育んだ歴史・生活文
化を観光と融合させ、観光ツアーや体験学習など多彩な旅行商品
メニューの開発による観光産業の振興を図ります。�

2

国際化を視野に入れ、�
国内外への地域情報発信の強化を図ります。�3

1

地域情報やアクセスを充実させた総合ガイドブック
やプロモーションＤＶＤ等を作成し、これらを活用し
た国内外への観光客誘致活動を行います。�

2

来訪者がジオパークについて学習し（ジオパー
ク体感プログラム）、修了者には修了証を交付
するジオパーク大学（仮称）の創設を推進します。�

2
ガイドコーディネーターによるジオガイドの運
用を確立し、国内外からの要請に即応できる体
制づくりを進めます。�

4

ジオパーク関連施設の各管理者は、必要に応じ
た利用施設の整備および展示施設の新設、更
新を行います。�

5

平成新山を間近に観察することができる新し
い登山道の整備に取組み、ジオパークの新たな
観光資源として活用します。�

6

ジオパーク関連の各施設においては、インフォ
メーション機能等を充実させるとともに、関係
施設間のネットワーク化を図ります。�

7

海外からのお客様を視野に入れ、人材育成、地
域住民の参加によるおもてなしなど、島原半島
が一体となった国際観光地づくりを行います。�

3

3 観光・地域振興�基本方針�
戦　　略�

Geoparks2012 2012.5.12～15
第5回ジオパーク国際ユネスコ会議�

情報媒体を効果的に活用し、国内外への情報発信
の充実を図ります。�

普賢岳を表現したプリン�
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1.保護・保全�

2.調査研究・教育�

島原半島ジオパーク行動計画  Action Plan

事業名�

�

事業概要�

�

事業主体�
事業年度�

22 23 24 25

事業名�

�

事業概要�

�

事業主体�
事業年度�

22 23 24 25

事業名�

�

事業概要�

�

事業主体�
事業年度�

22 23 24 25

国立公園・県立自然公園
の保護・保全及び利用施
設の整備・管理・運営�

公園計画・管理計画の見直し、開発の許認可業務、ならびに公園
事業の適正管理・指導を行う。�また、国立公園・県立自然公園の
施設を整備・管理・運営して行くことを通じて、自然の恵みに触れ、
自然の価値への理解を深める機会を創出する。�（園地、野営場、
ビジターセンター、エントランス、歩道等の整備・管理・運営）�

◎環境省 ◎長崎県�
◎島原市 ◎雲仙市 ◎南島原市�

露頭、被災遺構等ジオサ
イトの保護、保全�

保護、保全の方向性、ランク付けの決定� ◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会 ◎島原市�
◎雲仙市 ◎南島原市 ◎長崎県 ◎環境省�
◎九州大学 ◎長崎大学�

各ジオサイトの状態等
の定期的な点検�

各ジオサイトの保護・保全状態、保護保全活動の実践状況等の
定期的な点検および改善�

◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会 ◎島原市 
◎雲仙市 ◎南島原市 ◎長崎県 ◎環境省�

島原半島ジオパーク学術
支援�

学術的な面から島原半島ジオパークの運営面に加わり、より価値・
魅力のあるジオパーク作りに貢献する。�

◎九州大学 ◎長崎大学�

島原半島花いっぱい事業�
�

地域住民が自然の恵みに触れ、価値の理解を深めるために市の
木・花等を植栽することで、環境の保護を行う。�

◎島原市 ◎雲仙市 ◎南島原市 ◎市民の会�

ジオサイトクリーン作戦� 市民を対象に、島原半島ジオパークのすばらしさを知ってもらう
ために、学習をしながら、ジオサイトを保全する。�

◎島原市 ◎雲仙市 ◎南島原市�
�

ジオパーク解説板の設置�
�

ジオサイトを楽しく学ぶことができるよう解説板を設置�
�

◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会 ◎長崎県
◎ 林野庁 ◎環境省 ◎国土交通省�

普賢岳新登山道維持管
理・パトロール体制構築�
�

噴火によって失われた登山道の復活に伴い、普賢岳周辺地域のジ
オサイト活用、ジオサイトとしての価値の向上、登山者の安全確保・
シーズン中の混雑緩和のための維持管理・パトロール体制の構築�

◎長崎県 ◎島原市 ◎雲仙市 ◎南島原市�
◎島原半島ジオパーク連絡協議会 ◎環境省 その他�

露頭、被災遺構等ジオサ
イトの整備・管理�

自然公園施設以外の整備・管理�
�

◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会 ◎島原市
◎雲仙市 ◎南島原市 ◎長崎県 ◎環境省 その他�

ジオサイト掘り起こし事業�
�

貴重な地質遺産の価値が認識されないまま、ジオサイトとしての価
値の低下を招くことが無いよう、新規ジオサイトの掘り起こしを行う。�

◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会 ◎長崎県�
◎環境省 ◎九州大学 ◎長崎大学�

ジオサイト等の調査・研
究への支援�

新たなジオサイトの発掘を行うための調査、研究に対する支援�
�

◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会�

雲仙普賢岳災害資料整
備事業�

・雲仙普賢岳災害・復興日誌の作成��
・雲仙普賢岳災害に関する文献目録の作成��
・雲仙普賢岳災害資料の電子化�

◎九州大学 ◎長崎大学 ◎長崎県 ◎島原市�
◎南島原市 ◎雲仙岳災害記念館�

雲仙火山の調査研究の
推進及び研究成果の地
元への還元�

雲仙岳を中心とする島原半島の地球科学的調査研究を推進し、学
術面で島原半島ジオパークをサポートするとともに、これまで研
究で得られた島原半島の知見を、講演会・セミナー・出前教室など
を通して地域住民や未来を担う子供たちにフィードバックする。�

◎九州大学 ◎長崎大学�

半島内小中学校による
ジオパークの教材化�

・理科　　大地の変化��
・社会科　災害から復興を活かしたまちづくり��
・コア施設の理科・社会科見学�

◎島原市教育委員会 ◎雲仙市教育委員会�
◎南島原市教育委員会�

島原半島ジオパークガ
イド養成講座�

来訪された皆様に島原半島ジオパークを理解していただくととも
に、滞在型・着地型商品の開発に寄与するガイド養成講座の実施�

◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会�
◎島原半島観光連盟�

島原半島ジオパーク
検定�

島原半島ジオパークを学ぶ機会を提供し、ジオパークに対する
意識を高めていただくとともに、ジオガイドの養成も含めて島原
半島ジオパーク検定制度の設立します。�

◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会�
◎商工会議所 ◎商工会 その他�

3.観光・地域振興�

着地型プログラム・施設
の開発�

雲仙地獄を活用した実験プログラム・施設の開発や島原半島に
おける農業体験施設・温泉活用宿泊施設整備�

◎島原市 ◎雲仙市 ◎南島原市 ◎雲仙観光協会�

魅力ある着地型旅行商
品の開発�

ジオサイトを活用し、トレッキングや体験プログラムを行う滞在型、
着地型旅行商品の開発�
�

◎島原半島観光連盟 ◎島原温泉観光協会�
◎雲仙観光協会 ◎小浜温泉観光協会�
◎南島原ひまわり観光協会�

自然の恵みを活用した
イベントの開催�

各地域における自然・ジオの恵みを活用したイベントの開催�
ツーデーマーチ、雲仙紅葉ウォーク、不知火まつり、小浜温泉湯祭り、めで鯛祭
り、はだしで遊ぼう雲仙、各市産業祭り、原城一揆まつり、観櫻火宴、有家蔵め
ぐり外室などを通して地域住民や未来を担う子供たちにフィードバックする。�

◎島原半島観光連盟 ◎島原温泉観光協会�
◎雲仙観光協会 ◎小浜温泉観光協会�
◎南島原ひまわり観光協会 ◎各地域づくり団体�
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事業名�

�

事業概要�

�

事業主体�
事業年度�

22 23 24 25

外国人ツアー客に対す
る接遇対策事業�

外国人ツアー客に対する会話、習慣、おもてなし等接遇対策講
座の開催�

◎島原半島観光連盟 ◎島原温泉観光協会�
◎雲仙観光協会 ◎小浜温泉観光協会�
◎南島原ひまわり観光協会�

ガイドコーディネート事業�
�

ガイド養成を修了した人にガイド登録をしていただき、内外から
の要請に即応できる体制作り�

◎がまだすネット ◎島原半島観光連盟�
◎島原温泉観光協会 ◎雲仙観光協会�
◎小浜温泉観光協会 ◎南島原ひまわり観光協会�
◎雲仙市ガイド協会�

電照看板設置事業�
�

国内の交通拠点施設に伝承看板を設置し、島原半島ジオパーク
の普及啓発を行う。�

◎島原半島観光連盟�
◎島原半島ジオパーク連絡協議会�

歓迎看板設置事業� 島原半島の玄関口に、多国語の歓迎看板を設置し、島原半島ジ
オパークの普及啓発を行う。�

◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会�

総合案内板整備事業� 島原半島の観光拠点施設に総合案内板を設置し、ジオサイトや
関連施設のインフォメーションを行う。�

◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会�

普賢岳新登山道整備事業� 噴火によって失われた登山道の復活と、普賢岳周辺地域のジオ
サイト活用、ジオサイトとしての価値の向上、登山者の安全確保・
シーズン中の混雑緩和のため新登山道を整備する。�

◎環境省�

ジオパーク関連施設連
携事業�

各施設の情報を集約し、来訪者に案内の実施�
�

◎雲仙岳災害記念財団 ◎雲仙お山の情報館�
◎平成新山ネイチャーセンター�
◎雲仙諏訪の池ビジターセンター�
◎田代原トレイルセンター�
◎仁田峠インフォメーションセンター�
◎小浜歴史資料館 ◎土石流被災家屋保存公園�
◎旧大野木場小学校被災校舎 ◎砂防みらい館�
◎深江埋蔵文化財噴火災害資料館�
◎島原城観光復興記念館 ◎原城文化センター�
◎口之津歴史資料館�
◎雲仙市歴史資料館（国見展示館・瑞穂展示館・南串山展示館）�

第5回世界ジオパーク
国際ユネスコ会議開催・
後援�

世界25カ国７７地域の世界ジオパークとそれを目指す地域の参
加による国際会議の開催。世界各地域とのネットワーク化、地質・
地形等に関する学術の振興、地質資源の保護保全、ジオパーク
活用による地域振興�

◎島原半島ジオパーク推進協議会�
◎世界ジオパークネットワーク�
◎日本ジオパークネットワーク ◎九州大学�
◎長崎大学�

キャラクターを活用した
オリジナル商品の開発�

島原半島ジオパークキャラクター『ジーオくん』を活用したオリ
ジナル商品の開発（携帯ストラップ、他）�

◎雲仙岳災害記念財団 その他�
�

農・水産物のジオブラン
ド化推進事業�

火山活動によって形成された肥沃な大地や複雑な海岸線から
なる漁場で収穫された農産物・海産物のブランド化を推進し、付
加価値をつける。�

◎島原市 ◎雲仙市 ◎南島原市 ◎農協 ◎漁協�
◎半島内農業者・漁業者�

ジオブランド販路拡大�
事業�

島原半島ジオパークで生産された農水産物を、“ジオの恵み”と
いう切り口で、ＰＲ活動、商談会、物産展を展開する。�

◎島原市 ◎雲仙市 ◎南島原市 ◎農協 ◎漁協�
◎半島内農業者・漁業者�

新商品開発事業� 島原半島ジオパークの自然の恵みを活用した特産品、土産品の
開発、その付加価値をつける。�

◎島原市 ◎雲仙市 ◎南島原市 ◎商工会 �
◎商工会議所 ◎農協�
◎半島内農業者・漁業者・商工業者�

島原半島歴史・民話活用
事業�

島原半島の歴史や古くから伝わる民話を活用し、ツアー・体験学
習等のメニューの開発を行う。�

◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会 ◎史談会
◎民話の会�

半島内向けPR事業� 一般向けパンフレット、ガイドブック、ポスター、のぼり、ステッカー、
シール、ロゴ、キャラクターの作成、管理付加価値をつける。�

◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会�
�

ＤＶＤ作成（日、英、中、韓）�
�

島原半島ジオパークＰＲ　ＤＶＤの作成� ◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会�
◎島原半島観光連盟�

メディア活用ＰＲ事業� テレビ、ラジオ、新聞、旅行雑誌、科学誌等を活用したＰＲ事業付
加価値をつける。�
�

◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会�
◎島原半島観光連盟 ◎島原温泉観光協会�
◎雲仙観光協会 ◎小浜温泉観光協会�
◎南島原ひまわり観光協会�

地元メディアＰＲ事業�
�

地元ケーブルテレビ、ＦＭ、によるＰＲ� ◎カボチャテレビ ◎ひまわりてれび�
◎FMしまばら�

修学旅行誘致・エージェ
ントプロモーション事業�

島原半島観光連盟ならびに各地域観光協会・行政が一体となり
ジオパークをテーマとした修学旅行誘致活動を行うとともに、
モニターツアー等を実施し、エージェントにプロモーション活動
を行う。�

◎島原市 ◎雲仙市 ◎南島原市�
◎島原半島観光連盟 ◎島原温泉観光協会�
◎雲仙観光協会 ◎小浜温泉観光協会�
◎南島原ひまわり観光協会�

市民誰もがジオガイド事業� 半島内の住民が、自分の住んでいる地域を説明案内ができるよ
うな体制作り。特に観光に従事するホテル・旅館従業員、バス・タ
クシードライバー、土産品店に向けてのジオツアー等の実施�

◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会�
◎観光協会 ◎旅館組合 ◎タクシー協会�

ジオパーク大学の開設� 来訪者が、ジオパークについて学習（ジオパーク体感プログラム）し、
修了者には修了書を交付するジオパーク大学（仮称）の創設を推進�
�

◎長崎県�
◎島原半島ジオパーク推進連絡協議会�
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